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夏のボランティア体験事業

～学生が市内の福祉施設等でボランティア活動を行いました～

福祉広報 No.63ふ く し

ふれあい



今年の夏ボラ（夏のボランティア体験事業）リポート!
7
月
20
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
事

前
研
修
会
を
開
催
し
、
市
内
の
中
高
生
２
０
２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
、
活
動
中
の
心
構
え
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を

立
て
ま
し
た
。

そ
の
後
、
活
動
先
の
担
当
者
と
面
談
し
、
活

動
内
容
の
確
認
や
活
動
す
る
日
程
を
調
整
し
ま

し
た
。

8
月
29
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
事
後
研
修
会
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
学
生
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
活
動
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
振
り
返
り
の
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で
感
じ
た
こ

と
・
気
が
付
い
た
こ
と
を
五
七
五
に
ま
と
め
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
る
た
』作
り
も
行
い
ま

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま

し
た
が
、
柔
軟
で
キ
レ
の
あ
る
発
想
力
で
、

学
生
な
ら
で
は
の
カ
ル
タ
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

・	

お
も
い
や
り
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
た
い
。

・	

迷
惑
を
か
け
ず
に
責
任
を
持
っ
て
頑
張
り

ま
す
。

・	

施
設
の
お
年
寄
り
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
す

る
。

・	

子
供
た
ち
の
目
線
に
合
わ
せ
て
話
を
聞
き

楽
し
く
笑
顔
で
す
ご
し
た
い
。

・	

将
来
の
夢
で
あ
る
、
保
育
士
に
近
づ
け
る

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
学
び
た
い
。

・	

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広
げ
ら
れ

る
よ
う
に
積
極
的
に
色
々
な
方
と
お
話
し

し
た
い
。

①
事
前
研
修
会

③
事
後
研
修
会

学
生
か
ら
は
こ
ん
な
目
標
が
！

学生が作った『ボランティアかるた』の中から３枚をご紹介!!

　会場いっぱいの202人の学生が、それぞれの
目標を胸に秘め、活動先へと飛び立ちます！！

活動先との
調整の様子！
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今年の夏ボラ（夏のボランティア体験事業）リポート!
事
前
研
修
会
を
終
え
た
２
０
２
人
の
学
生
は
、
高
齢
者
施

設
や
障
害
者
施
設
、
保
育
園
や
児
童
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
で
7
月
21
日
～
8
月
28
日
に
か
け
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
老
人
保
健
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
や
施
設
の
雰
囲
気
、
ど
ん
な

事
を
し
て
い
る
の
か
も
良
く
わ
か
り
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
学
校
の
授
業
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
施
設
に
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
施
設
で
１
日
を
と
お
し
て
活
動
し
て
み
る

と
、
ま
た
違
っ
た
気
づ
き
も
あ
り
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

高
梁
城
南
高
校
３
年

　
　

池
上　

晴
美
さ
ん

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

夏
ボ
ラ
に
参
加
し
て
…

本
年
度
も
夏
ボ
ラ
の
活
動
先
と
し
て
受
け

入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
施
設
・
団
体
の

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏ボラでの
出会いにパシャリ！

活動の
一部を紹介！
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７月24日、「みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし」～ささえあい・たすけあい
のまちづくり～をテーマに、高梁総合文化会館で福祉委員や民生委員児童委員など約750人の参加のも
と、ふれあい福祉講座を開催しました。

本
年
度
の
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・

福
祉
委
員
連
絡
会
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
３
団
体
の

実
践
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
社
協
の
活
動
で
は
、
ま
ず
、
川
上
地
区
社
協
の
山
本
会
長
か

ら
、
地
区
社
協
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
小
地
域
福
祉
座
談
会
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
松
原
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
の
賀

多
井
会
長
か
ら
松
原
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

『
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
』の
配
付
や『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
』の

説
明
が
あ
り
、
最
後
に
備
中
町
東
油
野
入
野
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い

る
入
野
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
村
上
代
表
か
ら
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ど
こ
の
地
域
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
で

皆
が
支
え
合
っ
て
い
る
活
動
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
福
祉
委
員
さ
ん

の
意
欲
的
な
活
動
に
感
心
し
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
ま
た
、

市
社
協
の
事
業
等
に
関
す
る
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
笑
い
と
花
を
咲
か
そ
う
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
親
睦
と
絆
を
深

め
あ
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
、
日
常
生
活
の
中
で

の
会
話
が
増
え
、
ま
た
、
行
事
へ
の
参
加
者
が
多
く
な
る
な
ど
地
域
の

繋
が
り
が
、
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

川
上
地
区
社
協
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
・
福
祉
委
員
・
愛
育
委

員
等
相
互
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
や
市
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
小
地
域
福
祉
座
談
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
に
よ
り
密
着
し
た
福
祉
課
題
の
集
約
や
問
題
解
決
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

松
原
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
で
は
、『
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
』の
配

付
、『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
』を
通
じ
て『
共
助
力
』を
高
め
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
委
員
と
の
情
報
の
共
有
、

福
祉
委
員
と
し
て
の
意
識
の
高
揚
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
福
祉
委
員
活

動
に
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

入
野
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

代
表　

村
　
上
　
久
　
子

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

山
　
本
　
栄
　
三

松
原
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

　
　
　

会
長　

賀
多
井
　
照
　
二

平成27年度 ふれあい福祉講座を開催

活 動 の ポ イ ン ト

実　
　
践　
　
発　
　
表

活 動 の ポ イ ン ト活 動 の ポ イ ン ト

高梁市社会福祉協議会合併10周年記念
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　高梁市と市社協の共催により、市民の皆様が心のつながりを大切に支えあい助けあう安心のま
ちづくりを推進するため「高梁市健康福祉のつどい」を次の日程で開催します。

東日本大震災支援として、会場内でチャリティバ
ザーを行い122,551円の収益金がありました。この
収益金は全額、多賀城市社会福祉協議会（宮城県）
へ支援金として送金いたしました。なお、このチャリ
ティバザーには川面町の山本晴民さんよりご寄付い
ただいた衣類などを出品させていただきました。

ダニエル・カール氏
をお迎えしての記念講
演では、何かあれば地
域で助け合い皆で協力
しあって日本をもっと
素敵で、もっと住み良
い国にしようと来日さ
れ、奈良や山形での体
験や経験についてお話
ししていただきました。

『地域の絆とコミュニティの大切さ』

講師　ダニエル・カール氏

ふれあいサロン事業に取り組まれている皆さん
が、サロンで作られた作品を展示、また、一部の
作品については販売も行いました。

福祉委員活動への理解を図るため、職員有志に
よる寸劇発表を行いました。

平成27年度　高梁市健康福祉のつどいの開催

○日にち	 平成27年10月17日（土）
○催し物	 大 会 の 部　表彰状の贈呈、記念講演
	 まつりの部　バザー、各種相談、作品展示、囲碁・将棋大会、
	 　　　　　　グラウンドゴルフ大会、ゲートボール大会
○場　所	 高梁総合文化会館とその周辺が主会場
	 グラウンドゴルフは山陽オカムラグラウンドが会場
	 ゲートボールは高梁浄化センターゲートボール場が会場

チャリ ティバ ザー

記 　 念 　 講 　 演

ふれあいサロン作品展示と販売

寸 　 劇 　 発 　 表

お問い合わせ先　地域福祉課　☎22７２４３
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赤い羽根共同募金運動が10月から始まります
運動期間 10月１日～12月31日

市社協では、高梁市共同募金委員会から昨年度の赤い羽根共同募金を基に配分を受け、７月13日、高梁
総合福祉センターで『平成２７年度一般募金助成金交付式』を開催し、下記のとお
り42団体に3,320,000円を交付しました。
・ボランティア活動団体　８団体������������ 354,000円
　一人暮らし高齢者への友愛訪問、子どもたちへの絵本の読み聞かせ活動など
・高齢者・障害者・児童活動団体等　20団体� ��� 1,106,000円
　親睦と健康増進を図るスポーツ大会開催、各地域子ども会への活動支援など
・地域福祉活動団体　14団体� ����������� 1,860,000円
　地域で行われる世代間交流、友愛訪問活動、敬老事業等の福祉活動支援など
≪お知らせ≫	 平成28年度からは、公募により一般募金助成事業を実施いたします。申請期間は平成28年２月～３月となり

ます。申請募集の詳細につきましては、平成28年１月15日発行の広報紙「ふれあい福祉」に掲載いたします。

　今年も10月１日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がスタートし
ます。
　高梁市共同募金委員会では、戸別募金、法人募金をはじめ、市内の
イベント等で募金運動を行います。『あなたのやさしさ』、『あなたの声
かけ』、『あなたの行動』が、地域を変えていくはじめの一歩となります。
　本年度も皆さまからのあたたかいご支援ご協力をよろしくお願いい
たします。

一般募金助成金交付式

★妖怪ウォッチのキャラクター達が赤い
羽根共同募金運動を応援します。

　

市
社
協
で
は
、
高
梁
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
配
分
を
受
け
、
歳

末
た
す
け
あ
い
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
該
当
す
る
方
々
に
慰
問
金

の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
対
象
者

○
指
定
難
病
（
３
０
６
疾
病
）、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
（
4
疾

病
）の
対
象
者
の
方
で
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
人
口
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

☆
受
付
期
間

　

平
成
27
年
10
月
15
日（
木
）～
11
月
20
日（
金
）

☆
申
請
方
法

　

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、

地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
申
請
時
に
は
、
特
定
医
療
費
受
給
者
証
、
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
共
同
募
金

運
動
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
る
募
金
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
支
援
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動�

11
月
１
日
～
12
月
31
日

▽
お
問
い
合
わ
せ
先�

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８�

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０�

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１
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ふ れ あ い サ ロ ン 活 動 紹 介

高倉町野原地区を守る会

　

我
々
の
集
落
は
、
高
倉
町
の

か
ぐ
ら
街
道
に
近
い
場
所
に

位
置
す
る
、
現
居
住
11
戸
の

小
さ
な
集
落
で
す
。

　

サ
ロ
ン
活
動
が
始
ま
っ
て
、

毎
年
村
の
祭
り
・
寄
り
合
い

を
発
展
さ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

３
年
前
か
ら
は
新
し
い
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
は
村
の
全
員
が
集
ま
っ
て
行

う
『
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
ー
』
で
す
。

今
年
は
お
好
み
焼
き
も
作
り

ま
し
た
。

　

ピ
ザ
作
り
で
は
、
用
意
し

た
材
料
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、

初
め
て
作
る
不
安
と
期
待
を

抱
き
な
が
ら
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

焼
き
上
が
っ
た
ピ
ザ
を
見
て
、

「
あ
な
た
の
ピ
ザ
は
き
れ
い
で

す
ね
」「
そ
の
ピ
ザ
お
い
し
そ

う
ね
」「
交
換
し
て
よ
」「
う
ま

く
焼
け
な
か
っ
た
わ
」「
そ
れ
は

材
料
の
の
せ
す
ぎ
で
し
ょ
う
」

等
々
、
満
開
の
桜
を
見
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
、『
我
が
家
の
し

め
縄
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
』

を
目
標
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。

　

今
年
も
笑
顔
の
あ
る
村
『
野

原
地
区
』
と
し
て
伝
統
を
守
り

受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
川
関
長
寿
会
は
、
会

員
20
人
で
、
川
関
上
下
町
内
会

60
世
帯
１
６
０
人
を
対
象
に
し

て
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
障
害

者
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
に
呼
び
か
け
て
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
サ
ロ

ン
活
動
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
す
。
平
成
20
年
度
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
川
関
区
域
内

に
自
分
た
ち
で
造
成
し
て
、
地

区
内
外
の
人
が
だ
れ
で
も
気
軽

に
利
用
で
き
る
場
所
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
で

汗
を
流
し
た
後
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
雑
談
を
し
な
が
ら
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
世
代
交
流
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
年

間
３
回
行
い
、
運
動
会
や
納
涼

祭
な
ど
子
供
た
ち
に
も
声
を

か
け
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
参
加
で
交
流
と

親
睦
を
深
め
、
健
康
で
明
る
く

生
き
が
い
と
活
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

有漢町川関長寿会
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市内外の方々へご協力のお願いをしております、平成27年度賛助会
員会費について、多くの方々からご理解ご協力を賜り、ありがとうござ
います。
この会費は、敬老事業やボランティア活動等の地域福祉活動を推進し
ていくうえで、欠かせない貴重な財源となっております。
引き続き、賛助会員を募っておりますので、会員制度の趣旨をご理解
いただき、ご協力をお願いいたします。

平成27年度　賛助会員会費について
○普通会員
　高梁市民	 1口1,000円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
	 1口3,000円
○ふるさと会員
　市外居住者	 1口3,000円
○特別会員
　特別な協力者	 1口5,000円

賛助会員

８月16日からの受付分は11月15日発行の第64号に掲載させていただきます。

平成27年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人・ふるさと会員
８月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

■法人会員
（高梁地区）�����������
株式会社 イマイ
荏原環境プラント 株式会社 高梁管理事務所
株式会社 オークスコーポレーション
有限会社 太田商会
有限会社 川上商店
有限会社 建築事務所双南舎
さくらメディカルサービス 高梁営業所
三京 株式会社
株式会社 山陽オカムラ
株式会社 三和サービス
株式会社 前保石材工務店
有限会社 タイチ
武田鋳造 株式会社 高梁工場
有限会社 竹谷急送
株式会社 竹本商事運輸
田中石材工業 株式会社
株式会社 たにもと
一般財団法人 中国電気保安協会 高梁営業所
株式会社 花﨑組
株式会社 備北オートセンター
有限会社 福本石材
株式会社 ママドライセンター
有限会社 森十自動車工作所
有限会社 ヤスハラ
株式会社 ゆめフク・ホーム
（有漢地区）�����������
有限会社 ウカンファーマーズファクトリー
岡山イーグル 株式会社
倉野工務店
有限会社 クロエ
有限会社 戸田商会
戸田鮮魚店
有限会社 ハスイサービス
マルサ醸造 有限会社
山根商事 有限会社
有限会社 山脇モータース
（成羽地区）�����������
デイリーフーズ秋岡屋
石田商店
お食事処 泉食堂
伊藤食品 有限会社
大東建設 株式会社
河内鮮魚店

岸本精密発條 株式会社 岡山工場
クロカワ工業 株式会社
三栄工業 株式会社
柴田興産 株式会社
成美工業 株式会社
ゼノーテック 株式会社 備北工場
有限会社 高木建設
だるま屋商店
丹下建設 株式会社
トミナガオートサーピス
株式会社 トリムス岡山工場
成羽川生コン 株式会社
成羽運送 株式会社
備中整形外科病院
有限会社 みやもと
柳井芳文堂
ユニチカ成羽 株式会社
有限会社 リバテック
（川上地区）�����������
有限会社 かっこう花グループ
（備中地区）�����������
赤木酒造 株式会社
朝日堂
有限会社 川松組
グループホーム やすらぎ荘
有限会社 光土水
杉田商店
株式会社 大宝建設
高梁市備中診療所
有限会社 東平建設
丹正燃料
藤田商店
有限会社 松井組
松屋商店
村上工務店
株式会社 モリサキ
（市外）�������������
株式会社 郁文社印刷
山陽事務機 株式会社
ダスキン作州
株式会社 前田サービス岡山
■ふるさと会員
（高梁地区）�����������
京 都 府 伊藤　謙介
兵 庫 県  神野　陽子

兵 庫 県  亀山　　修
京 都 府  小山　清子
総 社 市  須山　節夫
大 阪 府  竹井　康純
兵 庫 県  徳森　　稔
大 阪 府 永田　勝矢
岡 山 市 西　　　賢
神奈川県 樋口　鎮雄
大 阪 府 平松　成夫
倉 敷 市 平松　典雄
倉 敷 市 三村　　寿
香 川 県 三宅　　進
（有漢地区）�����������
千 葉 県 村田　光範
（成羽地区）�����������
大 阪 府 松田　　進
静 岡 県 山崎　治久
（川上地区）�����������
神奈川県 江草　　務
兵 庫 県  柏木　忠之
大 阪 府 金子　　孝
神奈川県 川上　　晃
井 原 市 川上　文子
東 京 都 川上　芳男
井 原 市 倉橋　妙香
東 京 都 柴原　和美
岡 山 市 須藤　　勇
大 阪 府 妹尾　修治
総 社 市 龍本　孝義
京 都 府 那須　　芳
埼 玉 県 藤森　幸美
（備中地区）�����������
新 見 市 赤木　源一
倉 敷 市 赤木　敏郎
広 島 県 内田　鈴恵
茨 城 県 岡崎　　博
広 島 県 佐藤　宏子
玉 野 市 田村　弘子
新 見 市 難波　道典
倉 敷 市 古米　完二
倉 敷 市 古米　照平
倉 敷 市 物部宣太郎
倉 敷 市 森崎　寛人
新 見 市 山本　明子
鳥 取 県 脇本喜美惠
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地域福祉活動報告

小
地
域
福
祉
座
談
会
を
開
催

�

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

西
山
小
学
校
児
童
と
交
流�

7/15

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

川
上
地
域
の
人
口
は
２
，９
０
０
人
強
で
す
。
全

て
の
町
内
会
（
１
０
１
）
か
ら
福
祉
委
員
は
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
世
帯
数
が
５
世
帯
以
下
や
高
齢
化

率
１
０
０
％
の
町
内
会
が
既
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
『
福
祉
の
ま
ち
川
上
』
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
地

域
で
は
、
福
祉
委
員
を
昭
和
62
年
か
ら
設
置
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
年
度
当
初
に
開
催
す
る
福
祉
委
員

連
絡
会
へ
の
出
席
率
は
40
％
以
下
で
、
設
置
当
初
と

は
異
な
る
福
祉
委
員
の
役
割
や
変
化
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
が
住
民
の
方
に
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
民
生
委
員
児
童
委
員

が
担
当
地
域
の
福
祉
委
員
に
呼
び
か
け
、
小
地
域
福

祉
座
談
会
を
今
年
度
か
ら
全
て
の
地
域
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

夜
間
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
職
員
や
愛
育

委
員
の
方
な
ど
の
出
席
も
い
た
だ
き
、
顔
馴
染
み
の

ご
近
所
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
た
座
談
会
と
な
り
、
活

発
な
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
率
が
90
％
を
超
え
る
地
域
も
あ
り
、
小
地
域

福
祉
座
談
会
を
通
し
て
、
町
内
会
が
抱
え
る
福
祉
の

問
題
や
要
援
護
者
の
情
報
交
換
な
ど
、
福
祉
委
員
と

民
生
委
員
児
童
委
員
の
連
携
強
化
に
繋
が
っ
て
お
り
、

今
後
の
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
人
づ

く
り
に
実
践
さ
れ
『
福
祉
の
ま
ち
川
上
』
復
活
へ
の

効
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
、
西
山
小
学
校

全
校
児
童
10
人
が
訪
問
し
、
利
用
者
と
交
流
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
湯
野
地
区
の
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
日
で
、
児
童
の
進
行
に
よ
り
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
で
「
ふ
る
さ
と
」、「
小
さ
な
恋
の
歌
」
を
演
奏
し
、

そ
の
後
、
交
流
タ
イ
ム
で
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
自
己
紹
介
、
背
中
で
の
伝
言
ゲ
ー
ム
、
ば
く

だ
ん
ゲ
ー
ム
、
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、
児
童
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

最
後
に
児
童
た
ち
か
ら
肩
た
た
き
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
利
用
者
は
、「
子
供
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の

元
気
を
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
児
童
か
ら
壁
新
聞
が
届
き

ま
し
た
。
壁
新
聞
に
は
、「
み
な
さ

ん
と
い
っ
ぱ
い
ふ
れ
合
え
た
こ
と
が

一
番
心
に
残
り
ま
し
た
」、「
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
演
奏
の
時
、
皆
さ
ん
が
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」、

「
交
流
会
は
最
後
だ
け
ど
楽
し
く
ふ

れ
合
え
ま
し
た
」
な
ど
と
た
く
さ
ん

の
感
想
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

西
山
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
で
閉
校
に
な
る
た
め
、
最
後
の
交

流
と
な
り
ま
し
た
。　
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地域福祉活動報告

８月22日の『ささゆり苑　夏祭り』に来られた
方へプレゼントするため、素敵なミサンガ（ブレス
レット）を作りました！
入居者の方と職員がアイデアを出し合い、協力
して、色んな種類の毛糸を編み込み、さらに端に
きれいなビーズを取り付けました♡	
細かな手作業ですが、そこは器用な女性入居者
の方が、ここぞとばかりに本領を発揮し、嬉々と
して作られていました。

福祉施設の作品展示コーナー 絵 画 の 寄 贈
～グループホームささゆり苑～

ミサンガ

県
外
視
察
研
修
を
開
催�

8/6

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

有
漢
地
区
社
協
は
、
香
川
県
観
音
寺
市
豊
浜
地
区
社
協
へ
視
察
研
修
に
行
き
ま

し
た
。

　

豊
浜
地
区
社
協
は
、
総
務
部
・
児
童
福
祉
部
・
在
宅
福
祉
部
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
・
地
域
福
祉
部
の
５
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
児
童
福
祉
部
で
は
、
子
ど
も
の
入
学
祝
と
し
て
全
員
に
手
作
り
の
防
災
頭
巾

を
贈
呈
し
、
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
２
８
０
枚
を
収
納
袋
と
一
緒
に
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
部
で
は
、
月

１
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
民
生
委
員
・
福
祉
委
員
に
よ
る
安
否
確
認
を
毎
週
行

う
な
ど
見
守
り
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
齢
者
の
買
物
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
や
商
店
と
協
力
し
な
が

ら
来
年
度
か
ら
新
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
の
地
区
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
地
区

社
協
福
祉
活
動
に
と
っ
て
貴
重
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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グループホームささゆり苑へ、成羽町在住の森
下修三画伯より『展示室』の寄贈がありました。
親子連れが美術館で絵画鑑賞している柔らかな

この絵画には、絵を中心に触れ合いや団らんの場
になればとの願いが込められています。また、多
くの方に鑑賞していただくことにより、ささゆり
苑が地域との交流をより一層深めることが出来る
ようにと寄贈されたものです。
絵画は、ささゆり苑のホールに掲示しておりま

すので、来苑の際には是非ご鑑賞ください。



お
知
ら せ

NEWS

　

市
社
協
で
は
広
報
紙
は
も
ち
ろ
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
の
た
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

是
非
、
新
し

く
な
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申

請
を
受
付
て
い
ま
す

http://www.takahashi-shakyo.org/

食中毒に気をつけよう!ヘルパーからの健康情報
　毎年、食中毒についての報道を新聞やテレビのニュースで目にします。今回のヘルパー
からの健康情報として、食中毒の予防についてお知らせします。

食中毒とは？
原因となる細菌やウイルスが食べ物に
付着し、体内へ侵入することによって
発生。感染すると主に、腹痛、下痢、
嘔吐、発熱の症状が出ます。

手をしっかり洗う。調理場所の衛生的な
環境整備。食材の取り扱いに注意。

1 菌をつけない

加熱調理するものは、十分に火をとおす。
おいしい物がいっぱいの食欲の秋を楽しみましょう。

3 菌をやっつける

調理品や生鮮食品は出来るだけ、早く食べる。
摂氏５℃以下で保存し、冷蔵庫に長く置かない。

2 菌を増やさない

▽
支
給
要
件

❶
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者
が
重
複

し
た
場
合
は
、
１
回
の
み
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

❷
実
施
区
域
は
、
町
内
会
単
位
以
上
の

規
模
で
の
実
施
。

❸
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、
様
々
な
地
域
内
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
。

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
う

敬
老
事
業（
敬
老
会
）に
対
し
、
助
成

を
行
い
ま
す
。

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
団
体

等
は
、
地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
、
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る
申

請
書
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
末
日
ま
で

の
期
間
内
に
実
施
す
る
敬
老
会
。

た
だ
し
、
現
金
や
記
念
品
等
の
贈

呈
の
み
の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▽
対
象
者

　

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
満
75
歳
以
上
に
な

る
方
。

▽
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
内
、
敬
老
会
に
参
加
さ

れ
た
方
１
人
当
た
り
１
，
５
０
０
円

を
助
成
。

※
こ
の
他
に
、
敬
老
会
実
施
地
域

内
の
在
宅
の
方
で
満
88
歳（
昭
和

２
年
４
月
１
日
～
昭
和
３
年
３

月
31
日
の
間
に
お
生
ま
れ
の
方
）

を
迎
え
ら
れ
る
方
１
人
当
た
り

１
，
５
０
０
円
を
助
成
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
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お
知
ら せ

NEWS

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

☆身体障害者相談は次のとおりです。
　場　所：高梁総合福祉センター
　時　間：午前 10 時から午後３時まで
　月／日：10 月１日（木）、11 月５日（木）
☆福祉総合相談、各支所での定例の相談日はありませんが、
随時相談に応じます。相談予約やお問い合わせ先は次のと
おりです。

ふれあい
相談

地域福祉課	☎ 22 7243　　有漢支所	☎ 57 3218　　成羽支所	☎ 42 2005
川上支所	☎ 48 9770　　備中支所	☎ 45 3131

高梁市生活あんしんサポートセンター
　市社協では経済的問題、健康問題、家庭問題等様々な問題を抱えている方々の相談に応じ、必要
な支援等を行うための相談支援窓口「高梁市生活あんしんサポートセンター」を開設しております。
☆相談日等は次のとおりです。
　場　　所：高梁総合福祉センター
　　　　　  ☎ 22 9111（直通）　FAX 22 0845
　相談日時：月曜日から金曜日
　　　　　　　午前９時から午後５時まで
　休 業 日：土・日・祝日　年末年始

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技

術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

❶
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

❷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨

に
賛
同
し
、入
会
説
明
を
受
け「
就

業
承
諾
書
・
入
会
申
込
書
」
を
提

出
さ
れ
た
方

❸
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ

れ
た
方

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の
第
２
回
目

を
平
成
27
年
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
は
10
月
16
日（
金
）ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▽
対
象
者

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方（
高
齢
者

と
は
概
ね
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
と
は

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害

者
及
び
難
病
患
者
の
方
で
す
。）

❶
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
害
者

❷
高
齢
者
・
障
害
者
の
み
の
世
帯
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者
・
障

害
者

▽
対
象
品
目

掛
布
団
、
敷
布
団
、
肌
布
団
、
毛
布（
シ

ン
グ
ル
）の
１
セ
ッ
ト（
単
品
で
も
可
）

※
第
１
回
目
に
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
第

２
回
目
の
申
請
も
兼
ね
て
い
る
の
で
申

請
は
不
要
で
す
。

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の

利
用
に
つ
い
て�

▽
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
先
は
こ
ち
ら

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１
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ありがとうございました。
　市社協へ平成 27 年７月と８月にいただいたご寄付についてお知らせします。心から感謝申し上げ
社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

27 年 7月〜 8月

社会福祉協議会への 寄ご 付

13 広報ふれあい福祉　第63号

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

西
　
　
征
子

 
 

（
故
・
ス
ミ
様
）

金
一
封 

落
合
町 

赤
木
　
政
夫

 
 

（
故
・
壽
美
惠
様
）

金
一
封 

落
合
町 

金
谷
　
誠
剛

 
 

（
故
・
幹
二
様
）

十
万
円 

落
合
町 

奥
田
　
貞
子

 
 

（
故
・
求
様
）

金
一
封 

落
合
町 

信
原
　
春
枝

 
 

（
故
・
勝
之
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

小
見
山
強
嗣

 
 

（
故
・
藤
一
様
）

金
一
封 

有　

漢 

東
　
　
康
江

 
 

（
故
・
亀
男
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

戸
田
　
茂
好

 
 

（
故
・
武
様
）

金
一
封 

有　

漢 

保
田
千
壽
夫

 
 

（
故
・
壽
人
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

中　

野 

関
　
　
正
人

 
 

（
故
・
喜
美
代
様
）

金
一
封 

吹　

屋 

若
林
　
　
緑

 
 

（
故
・
和
代
様
）

金
一
封 

坂　

本 

石
畑
　
　
勉

 
 

（
故
・
ア
ヤ
コ
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

宇
喜
多
英
隆

 
 

（
故
・
惠
隆
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

島
田
　
伸
二

 
 

（
故
・
政
子
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

井
上
　
徳
江

 
 

（
故
・
岩
夫
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
下
　
　
薫

 
 

（
故
・
正
志
様
）

金
一
封 

中
井
町 

太
田
井
廣
義

 
 

（
故
・
恵
美
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

藤
森
　
　
清

 
 

（
故
・
と
き
江
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

玉
川
町 

川
上
　
保
輝

 
 

（
故
・
清
古
様
）

金
一
封 

玉
川
町 

渡
邉
　
信
昭

 
 

（
故
・
芳
雄
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封 

松
原
町 

東
　
良
太
郎

 
 

（
故
・
常
夫
様
）

金
一
封 

頼
久
寺
町 

西
　
　
武
則

 
 

（
故
・
太
郎
様
）

金
一
封 

南　

町 

谷
本
　
勝
美

 
 

（
故
・
幸
雄
様
）

金
一
封 

落
合
町 

吉
田
万
佐
巳

 
 

（
故
・
孝
子
様
）

金
一
封 

鍛
冶
町 

山
本
　
圭
三

 
 

（
故
・
重
成
様
）

金
一
封 

津
川
町 

新
山
美
枝
子

 
 

（
故
・
彦
一
様
）

十
万
円 

落
合
町 

奥
田
　
貞
子

 
 

（
故
・
求
様
）

金
一
封 

下　

町 

西
林
　
一
彦

 
 

（
故
・
操
様
）

金
一
封 

落
合
町 

信
原
　
春
枝

 
 

（
故
・
勝
之
様
）

金
一
封 

玉
川
町 

渡
邉
　
信
昭

 
 

（
故
・
芳
雄
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 

津
川
町 

新
山
美
枝
子

 
 

（
故
・
彦
一
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 
川
西
　
章
雄

 
 

（
故
・
寛
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

南　

町 

能
登
美
代
子

 
 

（
故
・
圭
介
様
）

金
一
封 

中
間
町 

赤
井
　
久
代

 
 

（
故
・
辰
次
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

西
　
栄
次
朗

 
 

（
故
・
ス
ミ
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

宇
喜
多
英
隆

 
 

（
故
・
惠
隆
様
）

金
一
封 

中
井
町 

井
上
　
徳
江

 
 

（
故
・
岩
夫
様
）

金
一
封 
中
井
町 

山
下
　
　
薫

 
 

（
故
・
正
志
様
）

金
一
封 
川
面
町 

川
西
　
章
雄

 
 

（
故
・
寛
様
）

金
一
封 

高
倉
町 
長
吉
　
　
旭

 
 

（
故
・
須
美
江
様
）

五
万
円 

松
原
町 

横
店
　
秀
利

 
 

（
故
・
和
保
様
）

金
一
封 

落
合
町 

畑
　
　
　
毅

 
 

（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

仲
田
　
　
豊

 
 

（
故
・
良
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

戸
清
　
良
江

 
 

（
故
・
剛
様
）

金
一
封 

落
合
町 

赤
木
　
政
夫

 
 

（
故
・
壽
美
惠
様
）

金
一
封 

落
合
町 

金
谷
　
誠
剛

 
 

（
故
・
幹
二
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

竹
田
己
喜
雄

 
 

（
故
・
宣
子
様
）



この広報紙は、寄附金の一部を活用して発行しています

この広報誌は再生紙を使用しています。
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金
一
封 

下
大
竹 

瀧
川
　
達
也

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

堀
江
　
金
季

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

日
向
　
文
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

東
油
野 

中
迫
　
義
隆

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

長　

屋 

赤
木
　
周
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

東
油
野 

折
井
　
弘
志

 
 

（
故
・
富
喜
美
様
）

金
一
封 

布　

賀 

瀬
戸
川
キ
ヨ
コ

 
 

（
故
・
武
明
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

赤
木
　
伸
次

 
 

（
故
・
利
子
様
）

金
一
封 

東
油
野 

珍
行
ハ
ル
子

 
 

（
故
・
信
一
様
）

金
一
封 

志
籐
用
瀬 

宮
本
　
恒
夫

 
 

（
故
・
弘
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

 

第
３
７
４
回
、
第
３
７
５
回
目
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有　

漢 

森
本
ヤ
ス
コ

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

鷲
塚
　
虎
郎

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

近
藤
　
淑
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

下
大
竹 

平
岡
　
賢
治

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下　

原 

安
部
亥
久
男

 
 

（
故
・
圭
祐
様
）

金
一
封 

中　

野 

三
浦
　
春
惠

 
 

（
故
・
廣
視
様
）

金
一
封 
成　

羽 

木
口
　
善
昭

 
 

（
故
・
正
子
様
）

金
一
封 

下
日
名 
黒
川
　
一
男

 
 

（
故
・
馨
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

仁　

賀 

折
口
　
　
勇

 
 

（
故
・
定
代
様
）

金
一
封 

高
山
市 

山
越
ツ
ル
コ

 
 

（
故
・
昌
三
郎
様
）

金
一
封 

七　

地 

飛
田
　
教
子

 
 

（
故
・
赤
木
貞
女
様
）

金
一
封 

上
大
竹 

國
末
喜
美
子

 
 

（
故
・
勝
志
様
）

金
一
封 

地　

頭 

加
藤
　
　
章

 
 

（
故
・
義
彰
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

藤
本
　
純
子

 
 

（
故
・
巌
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

前
﨑
　
輝
之

 
 

（
故
・
一
惠
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

総
社
市 

物
部
　
孝
章

 
 

（
故
・
時
子
様
）

金
一
封 

布　

瀬 

川
上
　
　
豊

 
 

（
故
・
義
男
様
）

編
集
後
記

　

猛
暑
日
が
続
い
た
と
思
え
ば
、
急
に
朝
晩
が
涼
し
く
な
り
、

し
の
ぎ
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
が
近
づ
い
て
き
た
の

か
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
運
動
会
、
稲
刈
り
な
ど
『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』、『
収

穫
の
秋
』
と
様
々
な
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
何

の
秋
で
し
ょ
う
か
？
私
は『
食
欲
の
秋
』が
一
番
な
ん
で
す
が
、

年
齢
と
体
重
を
考
え
る
と
『
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
』
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
ジ
ャ
ー
ジ
に
着
替
え
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
々
へ
こ
ま
な
い
下
腹
を
何
と
か
せ
ね
ば
！

　

今
月
号
の
広
報
紙
で
は
、
中
高
校
生
が
夏
休
み
の
期
間
を

利
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
事
業
や
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
多
く

の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
地
域
の
福
祉

活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。	

（
Ｋ
）


